
２月８日（日）、総合センターで湯浅国際文化交流協会
設立２０周年記念事業を開催しました。

国際交流イベント
食でつなごう国際交流の輪
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２
月
８
日
（
日
）、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
湯
浅
国

際
文
化
交
流
協
会
設
立
20
周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ

れ
、
約
１
５
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

まちの話題

２月１日（日）シロウオが遡上・産卵しやすい環境をつく

るため、広川河口の清掃を行いました。

エコパトロールや各団体を含め約１００名もの方々が参加

してくれました。

広川河口の大掃除！

湯
浅
国
際
文
化
交
流
協
会
設
立
20
周
年
記
念
事
業

〝
町
民
と
共
に
歩
ん
だ
20
年
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
〞

Town　Topics

第 11 回紀州湯浅のシロウオまつり
開 催 日：３月７日（土）15時～20時　荒天中止

開催場所：昼の部【弁財天】夜の部【広橋周辺】

【昼の部：15時～17時 /夜の部：17時～20時】
※ 19：00～ 21：00の間は夜漁の観覧のため、広屋マンション前から広橋までの区間が通行止めとなりますのでご協力お願いします。

シロウオ月間：２月15日（日）～３月15日（日）
※月間中はシロウオ写真コンテストの写真を募集しています。

催
事
内
容
（
予
定
）

―
昼
の
部
―

＊
シ
ロ
ウ
オ
躍
り
食
い
体
験

＊
シ
ロ
ウ
オ
漁
体
験

＊
シ
ロ
ウ
オ
す
く
い

＊
シ
ロ
ウ
オ
炊
込
ご
飯

＊
観
光
協
会
お
も
て
な
し

＊
羽
衣
国
際
大
学

　

三
宝
柑
ク
ッ
キ
ー
販
売

―
夜
の
部
―

＊
夜
漁
（
観
覧
の
み
）

＊
豚
汁
無
料
配
布

前
回
の
場
所
・
時
間

催
事
内
容
等
に
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

事
務
局

湯
浅
町
産
業
観
光
課

６
３
・
２
５
２
５

式　　　　典

食でつなごう国際交流の輪

耐久高校マンドリン部

基調講演「新しい時代の国際交流」
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真
言
宗
醍
醐
派
総
本
山　

醍
醐
山
醍
醐
寺

醍
醐
寺
が
開
か
れ
た
の
は
平
安
時
代
、
貞

じ
ょ
う

観が
ん

16
年
（
８
７
４
）

に
空
海
（
弘
法
大
師
）
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
聖

し
ょ
う

宝ぼ
う

（
理り

源げ
ん

大だ
い

師し

）

が
、
山
科
盆
地
を
の
ぞ
む
笠か

さ

取と
り

山や
ま

（
醍だ

い

醐ご

山さ
ん

）
の
山
頂
に
小
さ
な

お
堂
を
建
て
て
観
音
像
を
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
醍
醐
天
皇
の
手
厚
い
保
護
に
よ
り
山
上
の
上か

み

醍だ
い

醐ご

の
伽が

藍ら
ん

が
完
成
し
、
続
い
て
平
地
の
下し

も

醍だ
い

醐ご

が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
天て

ん

暦り
ゃ
く

５
年
（
９
５
１
）
に
五
重
塔
が
落
成
し
て
下
醍
醐
が
完

成
し
ま
し
た
が
、
幾
度
か
の
火
災
と
応
仁
の
乱
な
ど
の
戦
乱
で
伽

藍
は
荒
廃
し
、
特
に
下
醍
醐
は
五
重
塔
を
除
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
土
桃
山
時
代
に
な
っ
て
、
伽
藍
の
復
興
に
力
を
注
い
だ
の

が
醍
醐
寺
三さ

ん

宝ぽ
う

院い
ん

門も
ん

跡ぜ
き 

義ぎ

演え
ん

准じ
ゅ

后ご
う

（
１
５
５
８
年
〜
１
６
２
６

年
）
で
す
。
義
演
が
書
き
残
し
た
『
義
演
准
后
日
記
』〔（
国
宝
）

安
土
桃
山
・
江
戸
前
期
成
立
〕
に
は
、
金
堂
が
再
建
さ
れ
る
様
子

が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
演
の
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
の

が
豊
臣
秀
吉
で
す
。
義
演
と
秀
吉
は
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
秀
吉
は
、
醍
醐
寺
で
の
壮
大
で
絢け

ん

爛ら
ん

豪ご
う

華か

な
花
見
と

紅
葉
狩
り
を
計
画
し
、
金
堂
を
始
め
と
す
る
数
々
の
伽
藍
の
再
興

に
着
手
し
ま
し
た
。
花
見
の
宴
か
ら
約
５
ヶ
月
後
、
紅
葉
狩
り
の

願
い
は
叶
わ
ず
、
秀
吉
は
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
伽
藍
の
復

興
は
秀
吉
の
子
秀
頼
の
代
に
引
き
継
が
れ
、
醍
醐
寺
は
今
日
あ
る

姿
に
な
っ
た
の
で
す
。

時
の
権
力
者
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
醍
醐
寺
に
は
、
建

造
物
や
庭
園
、
仏
像
、
絵
画
、
古
文
書
な
ど
国
宝
６
９
，
４
１
９

点
、
重
要
文
化
財
６
，
５
２
２
点
、
未
指
定
の
も
の
を
含
め
る
と

約
15
万
点
の
貴
重
な
文
化
財
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
宝　

醍
醐
寺
金
堂

醍
醐
寺
の
本
堂
で
あ
る
金
堂
は
、
過
去
に
２
度
焼
失
し
て
い

ま
す
。
初
め
は
釈し

ゃ

迦か

堂ど
う

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
金
堂
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
頃
で
す
。

湯
浅
か
ら
移
築
さ
れ
た
現
在
の
金
堂
は
、
桁け

た

行ゆ
き

七な
な

間け
ん

、
梁は

り

間ま

五ご

間け
ん

（
間け

ん

は
柱

は
し
ら

間ま

の
数
を
数
え
る
単
位
で
、
正
面
は
柱
の
間
が
７

つ
、
側
面
は
５
つ
と
い
う
意
味
）
の
大
規
模
な
建
物
で
す
。
屋
根

は
入い

り

母も

屋や

造づ
く
り

と
い
う
屋
根
上
部
の
側
面
に
壁
が
見
え
る
形
状
で
、

丸
い
本
瓦
で
葺ふ

か
れ
て
い
ま
す
。

内
部
は
、
柱
間
の
広
い
前
１
間
通
り
を
礼れ

い

堂ど
う

と
し
、
そ
の
後

方
の
間
口
５
間
、
奥
行
３
間
が
内な

い

陣じ
ん

、
内
陣
の
奥
に
は
本
尊
を
安

置
す
る
た
め
の
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

が
あ
り
、
内
陣
の
両
脇
を
細
長
い
脇わ

き

陣じ
ん

、

背
後
を
後

う
し
ろ

戸ど

の
空
間
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
本
堂

で
礼
堂
を
１
間
と
す
る
こ
と
は
珍
し
い
で
す
が
、
下
津
の
長
保
寺

本
堂
な
ど
和
歌
山
県
で
見
ら
れ
る
特
徴
で
す
。

内
陣
の
中
央
３
間
は
、
柱
の
部
材

や
配
置
、
組
物
と
呼
ば
れ
る
構
造
材

か
ら
、
平
安
時
代
末
期
の
特
徴
を
示

し
て
い
ま
す
。
別
の
箇
所
で
は
、
鎌

倉
時
代
後
半
の
意
匠
も
見
ら
れ
、
ま

た
、
勾
配
の
急
な
屋
根
な
ど
移
築
さ

れ
た
慶
長
期
の
技
法
も
確
認
で
き
ま

す
。金

堂
の
建
築
に
は
、
和わ

様よ
う

と
呼
ば
れ
る
平
安
時
代
の
伝
統
的
な

建
築
様
式
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
醍
醐
寺
に
移
築
さ
れ
て
も
、
湯
浅

に
建
っ
て
い
た
当
時
の
技

法
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
醍
醐
春
秋
第
23
号
〔
平

成
６
年
４
月　

真
言
宗

醍
醐
派
宗
務
本
庁
発

行
〕「
精
解 

醍
醐
寺
の

国
宝 

醍
醐
寺
金
堂
」、

「
解
説 

醍
醐
寺
金
堂

（
山
岸
常
人
）」
よ
り

今
回
は
醍
醐
寺
の
縁え

ん

起ぎ

（
由
来
）と
、
金
堂
が
建
て
ら
れ
た
時
代
な
ど
の
お
話
で
す

『
醍
醐
寺
金
堂
の
移
築
記
念
日
条
例
』
第
２
話

時代・年代 建築等の内容

平安時代末期
（12世紀頃）

建築当初は規模が小さ
く、内陣は間口３間、
奥行２間と推定される

鎌倉時代後期
（13世紀後半～
14世紀前半）

ほぼ現在の規模に改築

慶長 3～ 5年
（1598 ～ 1600）

解体され醍醐寺に移築
屋根、正面などを改造

享
きょう

保
ほ

年間
（1716 ～ 1735）

大規模修理

宝
ほう

暦
れき

13 年
（1763）

屋根中央に前に張り出
す向
こう

拝
はい

を付ける

昭和 3～ 5年
（1928 ～ 1930）

解体修理し、向拝を撤
去

昭和 33年
（1958）

屋根の葺き替え

■金堂の建築等の経緯

金堂立面図

金堂平面図

金堂内陣
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平
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）
に
山
田
山
周
辺
を
使
っ
た
全

長
２
１
．
３
ｋ
ｍ
、
最
大
高
低
差
２
７
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
５

区
間
の
駅
伝
の
プ
レ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

【
順
位
】

１
位　

海
南
高
校
硬
式
野
球
部
Ａ

２
位　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

３
位　

箕
島
高
校
硬
式
野
球
部

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

場　
　

所
：
湯
浅
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
旧
有
田
郡
民
体
育
館
）

日　
　

時
：
３
月
29
日
（
日
）　

９
時
か
ら

対　
　

象
： 

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

 

　

年
齢
20
歳
代
以
上
の
女
子
の
み
で
編
成

 

混 

成 

の 

部

年
齢
20
歳
代
以
上
の
男
子
２
名
女
子
２
名

に
て
編
成

 

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

 

　

小
学
生
男
女
４
名
に
て
編
成

参
加
資
格
：
湯
浅
町
在
住
、
在
勤
・
湯
浅
町
内
の
ク
ラ
ブ
に

所
属
さ
れ
て
い
る
方

参 

加 

費
：
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
・
ジ
ュ
ニ
ア
無
料

申
込
締
切
：
３
月
23
日
（
月
）
ま
で

主　
　

催
：
湯
浅
町
体
育
協
会

運
営
担
当
：
体
育
協
会
加
盟
団
体

　
　
　
　
　
（
湯
浅
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

お
問
い
合
わ
せ
先
：
湯
浅
町
教
育
委
員
会

（
☎
６
３
・
１
１
１
１
）

山
田
山
ト
レ
イ
ル
駅
伝
プ
レ
大
会

湯
浅
町
民
親
睦
大
会

１月１８日（日）湯浅スポーツセンターに
おいて、町民親睦バドミントン大会が開催さ
れました。

町民親睦ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大会
ダブルスAクラス

１位 木村 博行・風呂 理恵 サンデークラブ

２位 松下　 翔・中西 亜美 湯浅中学校

３位 武内 万昌・平井 正展 サンデークラブ

ダブルスCクラス

１位 太田 和希・廣田 有里奈 湯浅中学校

２位 藤白 彩花・戸津井 尚杜 湯浅中学校

３位 松本 咲来・鐘巻 早紀 湯浅中学校

44平成27年3月



平成 26年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入賞作品決まる

発行：湯浅町青少年育成町民会議

８月～９月上旬にかけて募集していました「ふれあい標語・作文」について、標語の部に８３２点、
作文の部に１９１点と合計１０２３点の応募があり審査の結果、下記のとおり入賞作品が決定されました。
また、１月２３日に湯浅町総合センターで表彰式を行いました。今年もたくさんのご応募をい
ただき誠にありがとうございました。

　　　　　 　「ふれあい標語・作文」

特選 思いやる　言葉のかけ合い　広がる笑顔 田栖川小 ６年 野下　大十

準特選

えがおであいさつ　うれしいな　あしたもあさっても　あいさつするよ 田 村 小 １年 岡 田　 奈 々
友だちに　やさしくできる　人になる 湯 浅 小 ２年 戸 田　 遥 菜
つたえよう　感しゃの気もち　ありがとう 山 田 小 ３年 九 鬼　 大 空
つなげよう　え顔で声かけ　ちいきのわ 田 村 小 ３年 樫 原　 汎 美
結ぼうよ　心のリボンで　みんなの絆 田 村 小 ４年 井 上　 夕 日
あいさつで　笑顔あふれる　町づくり 田栖川小 ５年 境　　 瑠 菜

【標語の部・小学生】

特選 また一つ　笑顔が増えた　あいさつで 湯 浅 中 ３年 牛居　優丞

準特選

話し合う　そうしてみんなが　通じ合う 湯 浅 中 １年 林　　 樹 李
メールより　顔を合わせて　話し合おう 湯 浅 中 ２年 久 保 田 唯 楓
ふれあいが　自分の未来　広げてく 湯 浅 中 ２年 大 浦　 竜 世
あいさつの輪　広がる輪　つながる輪 湯 浅 中 ３年 清 水　 悠 希
つなげよう！心　ひろげよう！優しさ　交わそう！あいさつ 湯 浅 中 ３年 木 村　 太 亮

【標語の部・中学生】

特選 「かわいい　いとこ」 田 村 小 ４年 樫原すずな

準特選 「笑顔で、できたクラブ」 田 村 小 ４年 井 上　 紗 那
「人と人とのふれあいと あいさつ」 湯 浅 小 ６年 鳥 淵　 初 一

【作文の部　小学生】

特選 どこいくの　気さくに声かけ　見守りを 湯 浅 町 湯 浅 森　　明美

準特選
思いやりの心　育てる　親の愛 湯 浅 町 青 木 武 内　 千 寿
伝えよう　感謝の気持ち　きっと笑顔が増えるはず 湯 浅 町 湯 浅 吉 田　 隆 起
ありがとう　あなたがくれた　思いやり 耐 久 高 ３ 年 中 井 舞 涼 亜

【標語の部・高校&成人】

特選 「ここ、どうぞ」 湯 浅 中 ３年 蔵野　加苗

準特選

「家族のぬくもり」 湯 浅 中 １年 中 井　 璃 乙
「気づかいの大切さ」 湯 浅 中 ２年 稲 豊　 幸 菜
「私とクラブの夏休み」 湯 浅 中 ２年 太 田　 和 希
「会話の大切さ」 湯 浅 中 ３年 大 東　 由 依

【作文の部　中学生】
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町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
平

成
27
年
度
も
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
Ａ

毎
週
水
曜
日
（
年
間
41
回
）

15
時
〜
16
時

湯
浅
町
民
体
育
館

◎
ソ
フ
ト
ヨ
ー
ガ
教
室
Ａ

毎
週
水
曜
日
（
年
間
41
回
）

16
時
15
分
〜
17
時
15
分

湯
浅
町
民
体
育
館

◎
ソ
フ
ト
ヨ
ー
ガ
教
室
Ｂ

毎
週
火
曜
日
（
年
間
34
回
）

19
時
45
分
〜
21
時

田
区
民
セ
ン
タ
ー

◆
定　
　

員　

各
教
室
と
も
に
30
名
程
度

◆
申
込
締
切　

４
月
３
日
（
金
）
ま
で

◆
参 

加 

費　

２
０
０
０
円

（
任
意
で
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
加
入
受
付
も
し

て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
、
お
申
し
込
み
の

際
、
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。）

お
申
し
込
み
等
詳
し
く
は

　

住
民
環
境
課
国
保
年
金
係

（
☎
６
４
・
１
１
０
２
）
ま
で

た
い
そ
う
教
室　

参
加
者
募
集

　
　

健
康
福
祉
課

　
　

☎
６
４
・
１
１
２
０

※
申
込
締
切
日
は
３
月
27
日
（
金
）
で
す
。

　

各
担
当
係
ま
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

◆
日　

時
：
毎
週
水
・
金
曜
日　

19
時
〜

◆
場　

所
：
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
対　

象
：
40
歳
以
上
の
方

◆
内　

容
：
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
等

◆
参
加
費
：
１
ク
ー
ル
（
３
ヶ
月
）
３
０
０
０
円

◆
担
当
係
：
保
健
係　

☎
６
４
・
１
１
２
０

◎
高
齢
者　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

◆
日　

時
：
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
ま
た
は
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

の
う
ち
２
回

◆
場　

所
：
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象
：
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

◆
内　

容
：
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
等

◆
参
加
費
：
１
ク
ー
ル
（
３
ヶ
月
）
１
５
０
０
円

◆
担
当
係
：
福
祉
係　

☎
６
４
・
１
１
２
０

平成27年

４月

～

６月

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

ソ
フ
ト
ヨ
ー
ガ
教
室
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町長メッセージ　「町民の皆様へ」
～安心・安全のまちづくりを目指して～

三
寒
四
温
の
季
節
で
す
。
春
の
兆

し
を
日
々
感
じ
る
こ
の
頃
、
皆
様
に

は
体
調
管
理
に
注
意
し
つ
つ
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
移
転
新
設

中
で
あ
り
ま
し
た
「
田
保
育
所
」
が

完
成
し
、
２
月
25
日
竣
工
式
を
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
工
事
関

係
者
は
じ
め
関
係
各
位
に
は
多
く
の

ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

無
事
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
田
保
育
所
は
、
津
波
浸
水
想
定

区
域
内
に
あ
る
う
え
、
建
築
か
ら
約

40
年
が
経
過
し
、
地
盤
沈
下
や
老
朽

化
に
よ
り
、
改
修
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
抜
本
的
な
改
善
に
至
ら
ず
、

決
し
て
充
実
し
た
保
育
環
境
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す

べ
く
、
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て

新
設
を
い
た
し
ま
し
た
。

新
保
育
所
は
海
抜
11
ｍ
に
あ
り
、

こ
れ
で
ま
た
〝
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
〞
の
一
つ
が
達
成
さ
れ
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
新
施
設
は

「
幼
児
が
い
き
い
き
と
保
育
さ
れ
る
、

温
か
み
の
あ
る
空
間
」
を
掲
げ
、
採

光
な
ど
明
る
く
開
放
的
な
保
育
室
が

あ
り
、
紀
州
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
、

ま
た
自
家
発
電
も
備
え
、
災
害
時
の

避
難
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
田
区

へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
発
表
さ
れ
た
「
日
本
創
世

会
議
」
の
今
後
30
年
で
の
20
〜
39
歳

女
性
人
口
の
予
想
減
少
率
が
推
計
さ

れ
、減
少
率
が
高
い
自
治
体
は〝
消
滅
〞

す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー

ス
が
全
国
に
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

湯
浅
町
は
75.5
％
と
県
内
で
も
減
少

率
が
高
い
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
若
い
人
た
ち
が
、

郷
土
で
不
便
な
く
暮
ら
し
て
い
け
る

か
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〝
ふ
る
さ
と
の
元
気
〞
が
注
目
さ
れ

る
中
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
、

定
住
支
援
や
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
子
育
て
し
や

す
い
、
暮
ら
し
や
す
い
湯
浅
町
へ
と

変
革
の
時
期
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
ず
っ
と
湯

浅
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
、
様
々
な
施

策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

湯浅町長
上山　章善

日　
　

程　

３
月
24
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

場　
　

所　

役
場
第
２
庁
舎　

２
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

湯
浅
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
者
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
親
し
み

や
す
い
投
票
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
投
票
立
会
人
を
20
歳
代
か
ら
募
集
し
ま
す
。

〝
投
票
立
会
人
を
や
っ
て
み
よ
う
、
や
っ
て
み
た
い
〞

と
思
う
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

募
集
内
容

◆
投
票
所
に
お
け
る
立
会
人

◆
登
録
制
（
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
）

◆
報
酬
：
日
当
５
，
４
０
０
円

 

仕
事
内
容

投
票
所
で
の
投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
立
会
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

応
募
資
格

町
内
在
住
の
有
権
者
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
。

 
応
募
方
法

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
ま
た
総
務
課
で
も
受
付
し
て

い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

湯
浅
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎
６
４
・
１
１
０
８

湯
浅
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

20
歳
代
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
！

立
候
補
予
定
者
説
明
会
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地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー No.77

湯
浅
町
で
は
、
65
歳
以
上
人
口
が
30
％
を
超
え
て
お
り
、
今
後

地
域
ぐ
る
み
で
の
見
守
り
や
声
か
け
、
互
い
の
助
け
合
い
が
と
て

も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

長
い
人
生
、
自
分
自
身
で
も
身
体
の
健
康
に
も
気
を
付
け
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
。
勇
気
を
出
し

て
何
か
に
参
加
す
る
そ
の
一
歩
が
、
人
生
を
変
え
る
。」

（
安
川
先
生
講
演
会
よ
り
）

約
20
年
間
在
宅
医
療
に
か
か
わ
っ
て
き
た
安
川
先
生
の
貴
重
な

経
験
か
ら
、
人
と
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
？

日　

時
：
３
月
17
日
（
火
）　

14
時
〜

場　

所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階　

ホ
ー
ル

講　

師
：
安
川
診
療
所　

院
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
川　

修　

先
生

参
加
費
：
無
料

申
込
先
：
湯
浅
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
６
４
・
１
１
２
０

　
　
　

３
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

　
　
　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
な
お
、
こ
の
講
演
会
は
、
湯
浅
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
健
康
講

座
と
合
同
で
行
い
ま
す
の
で
、
町
老
連
役
員
で
参
加
予
定
の
方

は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

「ぴあサロン」～家族のつどい～
3月18日（水）１３：３０～１５：３０　ふれあいプラザ

認知症の方を介護している家族のつどいです。「認知症の方の介護」という共通の内容で、心に溜め
込んだ想いを話してみませんか。介護の工夫や情報も集まります。
会場内の話は外にもらさない事を条件に、色々な事を語り合いましょう。

詳しくは
湯浅町地域包括支援センター（健康福祉課内）　☎６４－１１２０

人
と
地
域
と
つ
な
が
っ
て

人
と
地
域
と
つ
な
が
っ
て

見
守
り
・
声
か
け
・
助
け
合
い

見
守
り
・
声
か
け
・
助
け
合
い

『
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
る
』

『
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
る
』

〜
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
〜

〜
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
〜

つながる

人 地域
と と

見守り・声かけで
未然に防ぐ

一人暮らしでも
孤独にならず

人との交流が
脳を若く保つ

しんどいことも
打ち明けて

認知症予防 防犯対策

虐待予防 安心感
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保健師メッセージ NO.186

がん集団検診・特定健診の日程が決まりました！ 保存版

◎胃・大腸・肺がん検診は、４０歳以上の方
◎乳房検診は、４０歳以上の女性
◎子宮検診は、２０歳以上の女性
◎前立腺がん検診は、５０歳以上の男性

対
象
年
齢 

受診を希望される方は、
住民環境課　国保年金係　☎６４－１１０２まで

申込期限 　各検診（健診）日の約２週間前まで

※検診日・受付時間は、各医療機関にお問い合わせください。

平成２７年度のがん検診・特定健診の日程が下記のとおり決定しました。

今年度は、がん検診・特定健診（国保加入の方）ともに 無料 で受けていただけます。

※特定健診：社保家族の方も受けていただけますが、料金等詳細は加入保険者にお問い合わせください。

日程（特定健診は毎回実施） 場　所 がん検診内容 受付時間

５月 21日 ( 木 ) 田区民センター
特定健診・胃・大腸・肺・前立腺 8～ 10時

乳房・子宮 13時半～ 14時

5月 27日 ( 水 ) 栖原漁港 特定健診・胃・大腸・肺・
乳房・前立腺 8～ 10時

6月 ４日 (木 ) 吉川公民館
特定健診・胃・大腸・肺・前立腺 8～ 10時

乳房・子宮 13時半～ 14時

6月 11日 ( 木 ) 山田老人憩の家 特定健診・胃・大腸・肺・
乳房・前立腺 8～ 10時

6月 28日 ( 日 ) 湯浅町役場
新庁舎（青木）

特定健診・胃・大腸・肺
乳房・子宮・前立腺 8～ 10時

９月 ６日 (日 ) 総合センター 特定健診・胃・大腸・肺
乳房・子宮・前立腺 8～ 10時

11月８日 (日 ) 湯浅町役場
新庁舎（青木）

特定健診・胃・大腸・肺
乳房・子宮・前立腺 8～ 10時

平成 28年 2月 28日 ( 日 ) 湯浅町役場
新庁舎（青木）

特定健診・胃・大腸・肺・
乳房・子宮・前立腺 8～ 10時

検診内容 地域 医療機関名

子宮がん検診 有田郡市 有田郡市の婦人科医院

乳がん検診

有田郡市
橋本胃腸肛門外科（☎６２－２２２６）
有田市立病院（☎８２－２１５１）

御坊市 健診センターキタデ（☎０７３８－２４－３０００）

海南海草
恵友病院（☎０７３－４８３－１０３３）
海南医療センター（☎０７３－４８２－４５２１）
国保野上厚生総合病院（☎０７３－４８９－２１７８）

田辺市 玉置病院（☎０７３９－２２－６０２８）

費用
無料

子宮・乳がんは個別検診もあります。（年度内に集団・個別のいずれか１回）
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1億 2,962万 1千円H19

H20 3,547万 8千円

H23 4,815万円

H24 １億6,338万円

H25 １億6,995万円

H22 4,164万円
（赤字額）

（基金積立額）

H21 1,446
万円

累　積　額

歳　入
20億

1,127万2千円

国民健康保険税　　
468,191千円
23.28%

国民健康保険税　　
468,191千円
23.28%

国民健康保険税　　
468,191千円
23.28%

国庫支出金
588,192千円
29.25%

国庫支出金
588,192千円
29.25%

国庫支出金
588,192千円
29.25%

療養給付費
交付金

101,825千円
5.06%

療養給付費
交付金

101,825千円
5.06%

療養給付費
交付金

101,825千円
5.06%

前期高齢者
交付金

294,321千円
14.64%

前期高齢者
交付金

294,321千円
14.64%

前期高齢者
交付金

294,321千円
14.64%

県支出金
124,537千円
6.19%

県支出金
124,537千円
6.19%

県支出金
124,537千円
6.19%

共同事業
交付金

224,336千円
11.15%

共同事業
交付金

224,336千円
11.15%

共同事業
交付金

224,336千円
11.15%

繰入金
202,597千円
10.07%

繰入金
202,597千円
10.07%

繰入金
202,597千円
10.07%

諸収入
7,273千円
0.36%

諸収入
7,273千円
0.36%

諸収入
7,273千円
0.36% 総務費 37,521千円　1.94%総務費 37,521千円　1.94%総務費 37,521千円　1.94%

歳　出
19億

4,003万2千円

保険給付費
1,235,852千円
63.70%

保険給付費
1,235,852千円
63.70%

保険給付費
1,235,852千円
63.70%

後期高齢者支援金
252,622千円
13.02%

後期高齢者支援金
252,622千円
13.02%

後期高齢者支援金
252,622千円
13.02%

前期高齢者
納付金
243千円
0.01%

前期高齢者
納付金
243千円
0.01%

前期高齢者
納付金
243千円
0.01%

老人保健拠出金
81千円
0.01%

老人保健拠出金
81千円
0.01%

老人保健拠出金
81千円
0.01%

介護納付金
120,889千円
6.23%

介護納付金
120,889千円
6.23%

介護納付金
120,889千円
6.23%

共同事業拠出金
242,725千円
12.51%

共同事業拠出金
242,725千円
12.51%

共同事業拠出金
242,725千円
12.51%

保健事業費
21,312千円　1.10%

保健事業費
21,312千円　1.10%

保健事業費
21,312千円　1.10%

諸支出金 28,787千円　1.48%諸支出金 28,787千円　1.48%諸支出金 28,787千円　1.48%

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

平
成
19
年
度
に
約
１
億
３
千
万

円
の
累
積
赤
字
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
20
年
度
に
保
険
税

の
引
き
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
大
き
な

負
担
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
結
果
平
成
20
年
度
よ

り
着
実
に
赤
字
解
消
が
進
み
、

平
成
22
年
度
で
赤
字
が
解
消
で

き
、
平
成
25
年
度
で
も
基
金
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 　

　
　
　

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ
〜

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
状
況
の
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課　

国
保
年
金
係　

☎
６
４
・
１
１
０
２

平成
25年度

し
か
し
、
医
療
費
の
増
加
や

国
民
健
康
保
険
税
の
減
少
等
、

再
度
赤
字
に
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
40
歳
に
な
っ
た
ら

年
１
回
の
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
、
病
気
の
予
防
、

早
期
発
見
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
健
康
づ
く
り
事
業
と

し
て
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
や
ヨ

ー
ガ
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

次年度で医療費の精算分を基金
より取り崩していますので、平成
27年１月末現在の基金積立額は
約１億1476万円となっています。
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国 庫 支 出 金 国保事業の健全な運営と円滑な推進のため、国が行う各種の負担金・補助金です。

療 養 給 付 費 交 付 金 退職被保険者の医療給付に要する費用に充てるための交付金です。その財源は被用者保
険等から拠出されます。

前 期 高 齢 者 交 付 金 65歳から 74歳までの方の加入率が全国平均を上回る市町村国保に交付される交付金
です。

県 支 出 金 県が行う各種の負担金・補助金です。

共 同 事 業 交 付 金
高額な医療費（1件 80万円を超える医療費）の発生が国保財政に与える影響を緩和す
るためと、市町村国保間の平準化を図るために、市町村国保が一定の割合で拠出金を出
し合い、国・県の財政支援を受け交付される交付金です。

繰 入 金 一般会計からの繰入金です。

●歳入

総 務 費 各種事務費等国保事業を運営するために必要な一般的経費です。

保 険 給 付 費 療養給付費・療養費・高額療養費・出産育児一時金・葬祭費など、医療機関または国保
加入者に支払うための費用です。

後 期 高 齢 者 支 援 金 後期高齢者医療制度のもとで、国保が後期高齢者の医療費の支払いのために負担する支
援金です。

前 期 高 齢 者 納 付 金 歳入の前期高齢者交付金のもとで、保険者から納付される概算前期高齢者納付金を財源
にして、交付対象保険者に均等に交付されている納付金です。

老 人 保 健 拠 出 金 老人保健制度のもとで、国保が老人医療費の支払いのために負担する拠出金です。
介 護 納 付 金 介護保険制度のもとで、国保が介護給付費の支払いのために負担する納付金です。
共 同 事 業 拠 出 金 歳入の共同事業交付金に充てるために、市町村国保が拠出するための費用です。

●歳出

●積立基金　療養給付費等の支出が多くなって、不足が生じたときに財源とするための積立金です。

用　語　の　説　明

国
民
年
金
は
前
納
で
お
ト
ク

国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
は
、
毎
年
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
４
月
か
ら
の
保
険
料
額
は
、「
１
５
，

５
９
０
円
」
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
に
は

前
納
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
平
成
27
年
度
に
お
け
る
前
納
額
】

６
ヶ
月
前
納

（
平
成
27
年
4
月
〜
平
成
27
年
9
月
分
、

平
成
27
年
10
月
〜
平
成
28
年
３
月
分
）

・
口
座
振
替
の
場
合
：
９
２
，４
８
０
円

（
毎
月
納
め
る
よ
り　

１
，０
６
０
円
の
割
引
）

・
現
金
納
付
の
場
合
：
９
２
，７
８
０
円

（
毎
月
納
め
る
よ
り　

７
６
０
円
の
割
引
）

１
年
前
納

（
平
成
27
年
4
月
〜
平
成
28
年
3
月
分
）

・
口
座
振
替
の
場
合
：
１
８
３
，１
６
０
円

（
毎
月
納
め
る
よ
り　

３
，９
２
０
円
の
割
引
）

・
現
金
納
付
の
場
合
：
１
８
３
，７
６
０
円

（
毎
月
納
め
る
よ
り　

３
，３
２
０
円
の
割
引
）

平成２７年度の国民健康保険の保険証を郵送します
住民環境課　国保年金係　☎６４－１１０２

湯浅町の国民健康保険の被保険者証は、毎年 4月 1日に

更新します。

新しい保険証は 3月中旬に簡易書留郵便で発送いたしま

すので、記載内容に誤りがないか必ずご確認ください。

配達時にご不在の場合は、配達されずに郵便局で一時保

管される事となり、不在票が投函されます。不在票につい

ては湯浅郵便局にお問い合わせください。

国
民
年
金
に
つ
い
て

〜
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
は
「
１
５
，
５
９
０
円
」
に
〜

和
歌
山
西
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎
０
７
３
・
４
４
７
・
１
６
８
８
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職員の手当の状況

特別職の報酬等の状況

１.期末手当・勤勉手当 ２. 退職手当（26年４月１日現在）

４. 時間外勤務手当

５. その他の手当

３. 特殊勤務手当

湯浅町湯浅町 和歌山県和歌山県 国国

１人当たりの１人当たりの
平均支給額（25年度）平均支給額（25年度）

1,172 千円1,172 千円

１人当たりの１人当たりの
平均支給額（25年度）平均支給額（25年度）

1,549 千円1,549 千円
―

（25年度支給割合）（25年度支給割合） （25年度支給割合）（25年度支給割合） （25年度支給割合）（25年度支給割合）

期末手当期末手当 勤勉手当勤勉手当 期末手当期末手当 勤勉手当勤勉手当 期末手当期末手当 勤勉手当勤勉手当

2.60 月分2.60 月分 1.35 月分1.35 月分 2.60 月分2.60 月分
（1.45）月分（1.45）月分

1.35 月分1.35 月分
（0.65）月分（0.65）月分

2.60 月分2.60 月分
（1.45）月分（1.45）月分

1.35 月分1.35 月分
（0.65）月分（0.65）月分

（加算措置の状況）（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の職制上の段階、職務の
級等による加算措置  有級等による加算措置  有
役職加算　役職加算　 5～ 20％5～ 20％

（加算措置の状況）（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の職制上の段階、職務の
級等による加算措置  有級等による加算措置  有
役職加算役職加算 5～ 20％5～ 20％

（加算措置の状況）（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の職制上の段階、職務の
級等による加算措置  有級等による加算措置  有
役職加算役職加算 5～ 20％5～ 20％

（注）　（ 　）内は、再任用職員に係る支給割合です。（注）　（ 　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

湯　浅　町湯　浅　町 国国
支給率支給率 自己都合自己都合 勧奨・定年勧奨・定年 支給率支給率 自己都合自己都合 勧奨・定年勧奨・定年
勤続 20年勤続 20年 21.62 月分21.62 月分 27.0250 月分27.0250 月分 勤続 20年勤続 20年 21.62 月分21.62 月分 27.0250 月分27.0250 月分
勤続 25年勤続 25年 30.82 月分30.82 月分 36.570 月分36.570 月分 勤続 25年勤続 25年 30.82 月分30.82 月分 36.570 月分36.570 月分
勤続 35年勤続 35年 43.70 月分43.70 月分 52.44 月分52.44 月分 勤続 35年勤続 35年 43.70 月分43.70 月分 52.44 月分52.44 月分
最高限度額最高限度額 52.44 月分52.44 月分 52.44 月分52.44 月分 最高限度額最高限度額 52.44 月分52.44 月分 52.44 月分52.44 月分
その他加算その他加算
措置 措置 

定年前早期退定年前早期退
職特例措置職特例措置

2％～ 20％2％～ 20％
加算加算

その他加算その他加算
措置措置

定年前早期退定年前早期退
職特例措置職特例措置

2％～ 20％2％～ 20％
加算加算

（退職時特別昇給　　　　　な　し）（退職時特別昇給　　　　　な　し） （退職時特別昇給　　　　　な　し）（退職時特別昇給　　　　　な　し）
1人当たり1人当たり
平均支給額平均支給額 1,633 千円1,633 千円 21,919 千円21,919 千円

和歌山県和歌山県
支給率支給率 自己都合自己都合 勧奨・定年勧奨・定年
勤続 20年勤続 20年 21.62 月分21.62 月分 27.0250 月分27.0250 月分
勤続 25年勤続 25年 30.82 月分30.82 月分 36.570 月分36.570 月分
勤続 35年勤続 35年 43.70 月分43.70 月分 52.44 月分52.44 月分
最高限度額最高限度額 52.44 月分52.44 月分 52.44 月分52.44 月分
その他加算措置その他加算措置 定年前早期退職特例措置定年前早期退職特例措置 2％～ 45％加算2％～ 45％加算

（退職時特別昇給　　　　　な　し）（退職時特別昇給　　　　　な　し）
1人当たり平均支給額1人当たり平均支給額 447千円447 千円 25,383 千円25,383 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、25年度に退職した職員に（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、25年度に退職した職員に
支給された平均額です。支給された平均額です。

支給実績（25年度決算）支給実績（25年度決算） 0千円0千円
支給職員１人当たり平均支給年額（25年度決算）支給職員１人当たり平均支給年額（25年度決算） 0円0円
職員全体に占める手当支給職員の割合（25年度）職員全体に占める手当支給職員の割合（25年度） 0.0％0.0％

手当の種類（手当数）25年度手当の種類（手当数）25年度 11

手当の名称手当の名称 主な支給対象職員主な支給対象職員 主な支給対象業務主な支給対象業務 左記職員に対す左記職員に対す
る支給単価る支給単価

感染症患者訪問手当感染症患者訪問手当 感染症患者の家庭を訪問感染症患者の家庭を訪問
し、保健指導する職員し、保健指導する職員 保健業務他保健業務他 従事した日 1日従事した日 1日

1,000 円～ 2,000 円1,000 円～ 2,000 円

支給実績（25年度決算）支給実績（25年度決算） 14,505 千円14,505 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（25年度決算）支給職員１人当たり平均支給年額（25年度決算） 147千円147 千円

支給実績（24年度決算）支給実績（24年度決算） 18,498 千円18,498 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（24年度決算）支給職員１人当たり平均支給年額（24年度決算） 185千円185 千円

手当名手当名 内容及び支給単価内容及び支給単価 国の制度国の制度
との異同との異同

支給実績支給実績
（25年度決算）（25年度決算）

支給職員１人当たり支給職員１人当たり
平均支給年額（25年度決算）平均支給年額（25年度決算）

扶養手当扶養手当

1　配偶者　　　13,000 円1　配偶者　　　13,000 円
2　配偶者以外の扶養親族 6,500 円2　配偶者以外の扶養親族 6,500 円
　  （そのうち１人については、配偶者がいない場合 11,000 円）　  （そのうち１人については、配偶者がいない場合 11,000 円）
3　満 16歳から 22歳の子　　5,000 円加算3　満 16歳から 22歳の子　　5,000 円加算

同　じ同　じ 11,116 千円11,116 千円 165,910 円165,910 円

住居手当住居手当
1　住居を借り受け月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員（借家）1　住居を借り受け月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員（借家）
最高 27,000 円最高 27,000 円

2　自宅を所有している職員（自宅）購入から５年間 2,500 円2　自宅を所有している職員（自宅）購入から５年間 2,500 円
異なる異なる 5,763 千円5,763 千円 205,821 円205,821 円

通勤手当通勤手当

通勤距離が片道２㎞以上で、交通機関を利用し、あるいは交通用具を使用し通勤距離が片道２㎞以上で、交通機関を利用し、あるいは交通用具を使用し
て通勤している職員て通勤している職員
1　交通機関　限度額　55,000 円1　交通機関　限度額　55,000 円
2　交通用具　限度額　24,500 円2　交通用具　限度額　24,500 円

同　じ同　じ 2,771 千円2,771 千円 48,614 円48,614 円

管理職管理職手当手当
課長級職員　　30,000 円（平成 25年７月より 27,000 円）課長級職員　　30,000 円（平成 25年７月より 27,000 円）
副課長級職員　20,000 円（平成 25年７月より 18,000 円）副課長級職員　20,000 円（平成 25年７月より 18,000 円）
管理又は監督の地位にある職員に職務の級及び支給区分に応じて定額を支給管理又は監督の地位にある職員に職務の級及び支給区分に応じて定額を支給

異なる異なる 7,104 千円7,104 千円 244,966 円244,966 円

区分区分 給料月額等給料月額等

給　　料給　　料
（※１）（※１）

町　長町　長
副町長副町長
教育長教育長

604,500 円604,500 円
532,000 円532,000 円
494,000 円494,000 円

報　　酬報　　酬
議　長議　長
副議長副議長
議　員議　員

280,000 円280,000 円
235,000 円235,000 円
220,000 円220,000 円

期末手当期末手当

町　長町　長
副町長副町長
教育長教育長

（平成 25年度支給割合）2.60 月分（平成 25年度支給割合）2.60 月分

議　長議　長
副議長副議長
議　員議　員

（平成 25年度支給割合）2.60 月分（平成 25年度支給割合）2.60 月分

退職手当退職手当 町　長町　長
副町長副町長
教育長教育長

（算定方式）　　　　　（支給時期）（算定方式）　　　　　（支給時期）
65万円×在職月数× 0.433 任期毎65万円×在職月数× 0.433 任期毎
56万円×在職月数× 0.258 任期毎56万円×在職月数× 0.258 任期毎
52万円×在職月数× 0.208 任期毎52万円×在職月数× 0.208 任期毎

※１　平成 25年７月より町長（７％）副町長（５％）教育長（５％）減額中※１　平成 25年７月より町長（７％）副町長（５％）教育長（５％）減額中

（平成 26年 4月 1日現在）
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町職員の給与等・職員数の状況

１. 人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口

（26年 4月 1日現在）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
24年度の
人件費率

25年度 人
13,136

千円
8,116,577

千円
▲56,204

千円
975,482

％
12.0

％
18.3

３. ラスパイレス指数状況

（注）　ラスパイレス指数とは、国の給料水準を１００とし学歴別、経験
年数別に地方公共団体の一般行政職員の給料額と比較し算出し
たものです。
※数値が100以上…国の給料水準以上
※数値が100以下…国の給料水準以下

区分 湯浅町 広川町 有田川町 有田市 県内町村平均

26年度 88.0 96.1 95.0 97.5 94.0

３. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（26年 4月 1日現在）

区　　　分 10年以上
15年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

一般行政職

大学卒 247,400 円 328,800 円 349,700 円

短大卒 ― 300,000 円 326,600 円

高校卒 ― 292,500 円 321,500 円

区　　　分 15年以上
20年未満

25年以上
30年未満 35年以上

技能労務職
高校卒 ― ― ―

中学卒 ― 305,900 円 344,100 円

１. 一般行政職の級別職員数の状況（平成 26年 4月 1日現在）

（注）　１湯浅町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務
を表しています。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

５級 課長・事務局長・会計管理者 10人 11.5%

４級 副課長 9人 10.3%

３級 係長・主任・主査 41人 47.1%

２級 主事 16人 18.4%

１級 主事 11人 12.6%

一般行政職の級別職員数等の状況

湯浅町では、給与については、平成 25 年
７月から町長を始め職員の給料を減額（町長
７％、副町長５％、教育長５％、職員３％）し、
職員数についても新規採用職員を計画的に抑
制し、人件費の抑制に努めています。

総　括

１.部門別職員数の状況
職員数の状況

区分区分
部門部門

職　員　数職　員　数 対前年対前年
増減数増減数平成 25年平成 25年 平成 26年平成 26年

普
通
会
計
部
門

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会議　会 11 22 11
総　務総　務 3232 2929 -3-3
税　務税　務 88 77 -1 -1 
農　水農　水 66 77 1 1 
商　工商　工 44 44 0 0 
土　木土　木 99 99 00
民　生民　生 3838 3535 -3-3
衛　生衛　生 1414 1313 -1-1
計計 112112 106106 -6-6

教育部門教育部門 1616 1717 11
小　　計小　　計 128128 123123 -5-5

公
営
企
業
等

公
営
企
業
等

会
計
部
門

会
計
部
門

水　　道水　　道 66 66 00
下 水 道下 水 道 00 00 00
そ の 他そ の 他 1212 1010 -2 -2 
小　　計小　　計 1818 1616 -2-2

合　　計合　　計 146146 139139 -7-7
（注） 教育長を含む全職員（注） 教育長を含む全職員

職員の平均給料月額、初任給等の状況

①一般行政職
区 分区 分 平均年齢平均年齢 平均給料月額平均給料月額

湯 浅 町湯 浅 町 41.1 歳41.1 歳 279,300 円279,300 円

和歌山県和歌山県 42.7 歳42.7 歳 333,440 円333,440 円

国国 43.5 歳43.5 歳 335,000 円335,000 円

広 川 町広 川 町 39.8 歳39.8 歳 299,500 円299,500 円

有田川町有田川町 43.6 歳43.6 歳 323,300 円323,300 円

有 田 市有 田 市 42.5 歳42.5 歳 325,000 円325,000 円

②技能労務職
区 分区 分 平均年齢平均年齢 平均給料月額平均給料月額

湯 浅 町湯 浅 町 48.0 歳48.0 歳 318,800 円318,800 円

和歌山県和歌山県 51.7 歳51.7 歳 328,845 円328,845 円

国国 50.1 歳50.1 歳 287,992 円287,992 円

１. 職員の平均年齢、平均給料月額の状況（26年４月１日現在）

※技能労務職とは、清掃職員、
用務員、調理員等をいいます。

２. 職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）　１職員手当には退職手当を含みません。
２職員数は、平成25年４月１日現在の普通会計決算の人数です。
※普通会計決算の人数とは、全職員数から水道、国民健康保険、
介護保険、後期高齢者医療関係職員を除いた人数です。

区分区分 職員数職員数
ＡＡ

給　与　費給　与　費 １人当たり１人当たり
給与費給与費
Ｂ／ＡＢ／Ａ給　料給　料 職員手当職員手当 期末・期末・

勤勉手当勤勉手当 計　Ｂ計　Ｂ

25年度25年度 人人
128128

千円千円
369,990369,990

千円千円
40,75240,752

千円千円
126,569126,569

千円千円
537,311537,311

千円千円
4,1984,198

２. 職員の初任給の状況（26年４月１日現在）
区　　　分区　　　分 湯浅町湯浅町 和歌山県和歌山県 国国

一般行政職一般行政職
大学卒大学卒 172,200 円172,200 円 178,800 円178,800 円 172,200 円172,200 円

高校卒高校卒 140,100 円140,100 円 144,500 円144,500 円 140,100 円140,100 円

（平成 26年 4月 1日現在）

（平成 26年 4月 1日現在）
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お し ら せ

共
同
浴
場「
宝
栄
湯
」入
浴
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課　

☎
６
４
・
１
１
０
２

　

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
、
共
同
浴
場

「
宝
栄
湯
」
の
入
浴
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

（
１
日
は
休
業
）

■
中
学
生
以
上　
　

２
０
０
円

■
中
学
生
未
満　
　

１
０
０
円

■
入
浴
カ
ー
ド
持
参　

５
０
円
（
町
内
在
住
65

才
以
上
の
方
は
１
０
０
円
で
す
が
、
入
浴

カ
ー
ド
持
参
で
半
額
補
助
さ
れ
ま
す
）

※
入
浴
カ
ー
ド
は
町
内
在
住
65
才
以
上
の
方
を

対
象
に
健
康
福
祉
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
ま
ち
」
を
守
る
た
め
に

「
湯
浅
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

施
行
さ
れ
ま
す

住
民
環
境
課 

☎
６
４
・
１
１
０
２

良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
猫
等
の
ふ
ん
害
の
防

止
の
た
め
「
湯
浅
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

未
来
の
子
ど
も
達
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め

に
も
、
町
民
み
ん
な
で
「
美
し
い
湯
浅
町
」
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
私
有
地
に
ご
み
を
捨
て
ら
れ
た
場

合
、
誰
が
捨
て
た
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
土
地

の
所
有
者
が
片
づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
空

き
地
等
は
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
ま
ま
放
置
す
る

と
不
法
投
棄
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ご
み
を
捨
て

ら
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
町
役
場
で
は
ポ
イ
捨
て
防
止
の
看
板

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
浅
保
健

・
観
光
の
町
と
し
て
活
性
化
し
て
い
く
展
望
を

も
つ
な
ら
美
し
い
街
と
し
て
、
何
か
一
つ
で
も

お
互
い
実
行
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
若
い
方
達
の
新
た
な
風
も
吹
き
込
ん
で
い
け

た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

・
生
ご
み
の
天
日
干
し
、
水
分
の
水
切
り
等
町

民
一
人
一
人
が
心
が
け
る
事
に
よ
り
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

委
員
の
皆
様
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

戦
没
者
遺
族
の
方
々
へ
の
お
知
ら
せ

健
康
福
祉
課　

福
祉
係 

☎
６
４
・
１
１
２
０

平
成
27
年
度
湯
浅
町
戦
没
者
追
悼
式
を
次
の

と
お
り
執
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

開
催
日
時　

４
月
３
日
（
金
）
14
時
か
ら

開
催
場
所　

田
栖
川
小
学
校
体
育
館

※
会
場
に
は
十
分
な
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
参
列
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
会
場
へ
は
自
転

車
ま
た
は
バ
イ
ク
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田
募
集
案
内
所

☎
０
７
３
７
・
８
２
・
６
６
３
１

「
一
般
幹
部
候
補
生
受
付
開
始
」

【
制
度
の
概
要
】　

●
大
卒
者
等
を
対
象
に
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

の
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
制
度

●
海
・
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る

所
で
は
監
視
カ
メ
ラ
等
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
、
役
場
住
民
環
境
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
み
問
題
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

住
民
環
境
課 

☎
６
４
・
１
１
０
２

ご
み
の
減
量
や
分
別
な
ど
家
庭
で
で
き
る
身

近
な
ご
み
だ
し
の
工
夫
に
つ
い
て
、
考
え
て
い

た
だ
け
る
方
々
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
は
平
成
27
年
４
月
か
ら
２
年
間
で
、
定
数

は
10
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
提

出
し
て
い
た
だ
く
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量･

分
別
に
つ
い
て
、
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
応
募
お

願
い
し
ま
す

＊
委
員
の
皆
様
よ
り
一
言

・
湯
浅
町
ご
み
問
題
検
討
委
員
会
発
足
以
来
い

か
に
し
て
ご
み
を
減
ら
す
か
を
委
員
さ
ん
達

と
考
え
て
い
ま
す
。

・
第
３
次
湯
浅
町
長
期
総
合
計
画
に
も
ご
み
の

減
量
化
、
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
の
向
上

を
目
指
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の

実
現
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
考
え
に
沿
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
と
共
に
考
え

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
未
来
の
子
供
を
守
る
た
め
地
球
環
境
の
た
め

に
も
身
近
な
所
か
ら
責
任
を
持
っ
て
心
が
け

て
ほ
し
い
。

・
ご
み
減
量
の
カ
ゴ
・
コ
ン
ポ
を
活
用
し
肥
料

と
し
て
畑
や
植
木
鉢
に
使
用
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
町
民
の
方
に
勧
め
て
い
ま
す
。

飛
行
要
員
を
含
み
ま
す
。

【
採
用
後
の
待
遇
等
】

●
幹
部
候
補
生
と
し
て
約
１
年
間
の
教
育
訓
練

終
了
後
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
部
隊
等
で
勤

務
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

●
将
来
、
外
務
省
・
内
閣
官
房
等
へ
の
出
向
、

防
衛
駐
在
官
と
し
て
の
国
外
勤
務
等
多
様
な

活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。

●
外
国
の
大
学
等
へ
の
留
学
、
国
内
の
大
学

（
研
究
機
関
含
む
）
等
へ
の
派
遣
等
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

※
県
外
大
学
生
の
受
検
手
続
き
も
可
能
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

駅
前
連
絡
所
の
設
置
に
つ
い
て

総
務
課　
　
　
　

☎
６
４
・
１
１
０
８

庁
舎
移
転
に
伴
い
、
現
庁
舎
付
近
に
お
住
ま

い
の
方
の
利
便
性
を
高
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
５
月
７
日
よ
り

「
湯
浅
町
駅
前
連
絡
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

住
所
：
湯
浅
町
大
字
湯
浅
１
０
７
７
番
地
６

　
　
　

駅
前
多
目
的
広
場
内

開
所
時
間
：
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

　
　
　
　
　

（
土
日
祝
、
年
末
年
始
除
く
）

取
扱
事
務
：
住
民
票
の
交
付
申
請
書
受
付
・
交
付

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請
書
受
付
・
交
付

所
得
課
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書
の
交
付
申

請
書
受
付
・
交
付

※
申
請
時
は
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
（
官
公
署

発
行
の
も
の
）
が
必
要
で
す
。

訂正の
お知らせ

２０１５年１月広報掲載の「「歩け歩け運動」を実施しました！」の記事に一部誤りがありまし
た。コースの説明中、たちばな養護学校と記載しましたが、正しくはたちばな支援学校です。お詫
びして訂正させていただきます。

1414平成27年3月



お し ら せ

湯浅町ふるさと
まちづくり寄附金
（ふるさと納税）のお知らせ

平成19～25年度の実績375件　6,771,704円
うち、5,650,000円を防災・交通安全関係、
文化財の改修・活用費、鳥獣害対策・有田みか
んＰＲ対策、子ども医療費などに活用しています。

平成26年度の実績（2月１日現在）
2300件　2,662万4,546円

―
関
係
機
関
・
団
体
の
み
な
さ
ま
へ
―

◎
福
祉
関
係
・
病
院
関
係
の
み
な
さ
ま

国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
は
保
健
医
療
福
祉
計
画

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

円
滑
な
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
の
関
係
者
の

方
々
が
調
査
員
と
し
て
、
調
査
を
実
施
す
る
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
外
国
人
関
係
団
体
の
み
な
さ
ま

国
勢
調
査
の
対
象
に
は
、
日
本
に
住
む
外
国

人
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。
国
内
の
人
口
や
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
調
査
の
意
義
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
調
査
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
団
体
の
み
な
さ
ま

国
勢
調
査
は
国
内
の
人
口
及
び
世
帯
の
実
態

を
把
握
し
、
各
種
行
政
施
策
そ
の
他
の
基
礎
資

料
を
得
る
、
国
で
も
っ
と
も
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

―
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
者
の
み
な
さ
ま
へ
―

国
勢
調
査
は
、「
国
勢
調
査
員
」
が
世
帯
を
訪

問
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
を
進
め
る

上
で
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
す
べ
て
の
人
と
世

帯
を
も
れ
な
く
、
重
複
な
く
調
査
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
の
方

や
住
人
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
調

査
へ
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
・
・
・

○
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
調
査
周
知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
回
覧

○
空
き
室
情
報
等
の
確
認
へ
の
協
力　

な
ど

平
成
27
年
は
、

国 
勢 

調 

査

の
年
で
す
！

国
勢
調
査
は
、
わ
が
国
の
人
口
や
世
帯
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
国
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
と
世
帯
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
重
要
な

調
査
で
す
。

国
勢
調
査
へ
の
ご
支
援
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

〝
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
推
進
！
〞

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
推
進
す
る
た
め
、
調
査

票
の
配
布
に
先
行
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
期

間
を
設
定
す
る
方
式
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
の
な
か
っ
た
世
帯
の
み
に
調

査
票
を
配
布
し
、
合
理
的
・
効
率
的
な
調
査
実

施
を
図
り
ま
す
。

平成27年

10月１日
に実施されます！

〝
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で

早
め
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
！
〞

を
図
り
ま
す
。

ス マ ー ト
フォンでの
回答も可能
となる予定
です。

湯浅町ふるさとまちづくり寄附金への
お礼の品（特産品等）を取り扱う事業者を募集します

まちづくり企画課　☎64－1112

湯浅町では１万円以上の「ふるさと納税」寄附者に対し、湯浅の特産品等をお礼として贈呈しています。
平成27年度より、事業者（事業所）を下記のとおり募集します。

まちづくり企画課（または町HP）に備付け
の申込書に必要事項を記入、添付書類を添
えて３月 25 日（水）までご提出ください。
特産品等の審査後、ご連絡します。

応
募
方
法

主な要件等

事業者のメリット

【特産品等】
・湯浅町のPRにつながる商品またはサービス等
・５，000円相当（税・送料相当額込）の品等
◆湯浅町から事業者へ１件あたり５，000円が支払われます。
【事業者】
・湯浅の特産品等の販売・提供している事業者であること
・本社（または支社）が湯浅町内にあること
・町税等の滞納がないこと

１年間、ふるさと納税のチラシ、ホームページ等に事業所名
及び商品を掲載。
送付時にパンフレット等を同封することができ、自社商品等
をPR可。

訂正の
お知らせ

２０１５年２月広報掲載のジュニア駅伝競走大会湯浅町代表選手団名簿の記事に一部誤りがありま
した。湯浅中２年畑虎太郎（はた　こうたろう）と記載しましたが、正しくは畑虎太郎（はた　こ
たろう）です。お詫びして訂正させていただきます。

1515 平成27年3月



あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～ 人権尊重委員会人権尊重委員会

人権推進室人権推進室
☎☎６４６４－－１１２６１１２６

jinsui@town.yuasa.lg.jpjinsui@town.yuasa.lg.jp91．「町民人権学習会」にご参加ありがとうございました。　
「気づき合い・分かち合い・支え合う人権」（共生社会）をテーマに昨年の９月から開催していた町民人権学習会

は、町内全２２会場での開催を終え、町民みなさまのご協力により延べ４６８名の方々にご参加いただきました。
ここで、学習会で出された意見の一部をご紹介させていただきます。

■人は一人では生きていけないのだと教えてもらい大変良い啓発DVDだった。「恩送り」と言う初めて聞く素敵な言葉
だった。

■地域の人や近所の人への気配りも大切だが、やはり自分の身の回りの人への気遣いが最も大切である。
■世の中には困っている人、苦しんでいる人がたくさんいる。その人たちの助けになるには一人一人が思いやりの心を
持つこと。そうすれば大きな力が輪になって地域全体に広がる。今後も積極的に研修に参加していきたい。

■「なじみがない地域へ引越し、周りは全然わからなかったが、地域の役員等をやらせてもらい、地域とのつながりが
必要だと思った。この啓発DVDを見て再確認できた。」など、各会場でさまざまに話し合われました。

利用案内 ■開 館 時 間：平　　　日／ 9：30～19：00
　　　　　　　　土・日曜日／ 9：30～18：00
■休　館　日：月曜日、祝日、毎月月末の金曜日
■お問い合わせ：湯浅町立図書館　☎62‐2280

児童書一般書

図書館 来てみて！

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内

『じつはよるのほんだなは』　澤野秋文／講談社
夜の本棚を見た事がありますか？実
は、本から挿絵の動物や登場人物が飛び
だして大騒ぎ。見張りの犬張子のこたろ
うが居眠りをしてしまったので、自分の
本に戻らない挿絵がいて…。さがし絵も
多数掲載。（対象：０～５歳）

『黄金の糸』　渡辺房男／実業之日本社
幕末、甲府勤番士の幕臣・高木東助は、

城に眠る数千両の甲州金を、攻め寄せる
官軍から守りぬくため、秘密裏に江戸の
両替屋へと運び込む。しかし、次々と金
を狙う刺客たちが現れ、東助たちに襲い
かかり…。

『るるぶ淡路島’１５』ＪＴＢパブリッシング
島グルメ、花スポット、観光スポット、

島レジャー、日帰り温泉など、淡路島
でしたい７つのことを特集。エリアガ
イドも収録。淡路島おでかけプランニ
ングＭＡＰ付き。

『しばわんこの和の行事えほん』　川浦良枝／白泉社
季節の行事の意味や由来を、しばわん
ことみけにゃんこと一緒に親子で遊びな
がら学べる本。各行事にちなんだ折り紙
の折り方や、季節の行事早見表、１年の
行事食なども掲載。
（対象：３～５歳、大人）

『５人のジュンコ』　真梨幸子／徳間書店
『ばけたま長屋』　輪渡颯介／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
『愛国論』　田原総一朗／ベストセラーズ
『麴町二婆二娘孫一人』　中沢けい／新潮社　など

『どうするジョージ！』　クリス・ホートン／ＢＬ出版
『開運えほん』　かんべあやこ／あかね書房
『ほんとうはなかよし』　ローレン・チャイルド／１万年堂出版
『超とうめいなガラスイカとおもしろイカのなかまたち』　ケイシー・ランド／鈴木出版　など

3/5（木）～通常通り開館します。　　＊おはなし会（こども向け） 次回は3/14（土）です！＊

人権とは、誰もが生まれながらにもっている権利であり、幸せに生き
るために大切にしなければならない非常に大事なものです。
人権尊重委員会も、みなさん一人ひとりが「人権の大切さ」を考える

きっかけとしていただけるよう、町民人権学習会や人権啓発活動等に取
り組んで行きたいと思います。
これからも人権尊重委員会の活動に、ご支援、ご協力をよろしくお願

いいたします。

1616平成27年3月



HAPPY
Birthday!1st1st

２月２日（月）
１歳児健康相談

母子健康センターにて

平成２６年

１月生まれの

お子さんたち

１歳児健康相談の時に、お誕

生会を開きました。

保育所に通う５歳児さん手作

りのカバンと、町からの絵本と

お誕生カードをプレゼント！

今後の健やかな成長をお祈り

いたします。いたします。

10：00～
11：15

 参加無料

◆親子サロンへ遊びに来てね
（月～金曜日　 10：00～ 16：00）
場所…向島保育所２階
お問い合わせ…向島保育所（☎63-4153）
子育て支援センター（☎63-6066）

みんな一緒
に『すくす

くひろば』
へ

～地域子育
て支援セン

ター～

《“なかよしひろば”の日程》
●親子サロン室
３月12日（木）お楽しみ会

《“ひまわりひろば”の日程》
●ひまわり保育園
３月９日（月）おわかれ会

保育所のお友だちも楽しみに待っています

◆電話・来訪相談ご利用ください
☎63-6066
（月～金曜日　 9：00～ 17：00）
受け付けています

内容は変更することもあります。

3）

●24日（火）

エンゼルちゃん（湯
浅子育てサークル

）

１０：００～　い
きいきふれあい館

●25日（水）

吉川子育てサーク
ル

１０：００～　吉
川公民館

●26日（木）

ピンポンパン（田子
育てサークル）

１０：００～　田
区民センター

おいで
よ、

子育て
サーク

ルへ

3 月《“すくすくひろば”の日程》
◎３園合同お楽しみ会
　・日時：３月11日（水）10：00～
　・場所：総合センター２階　集会室
　※今回は申し込みの方のみとなります

1717 平成27年3月
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町のうごき （平成27年2月1日）
（前月比）

人口……………12,984 （－ 6）

男…………………6,129 （－ 2）

女…………………6,855 （－ 4）

世帯………………5,597 （－ 1）

◆4ヶ月児健診 3月27日（金）13：30～ 広
◆6ヶ月児相談 3月 6日（金）13：30～ 母
◆10ヶ月児健診 3月13日（金）13：00～ 広
◆1 歳 児相談  3月 5日（木）9：30～ 母
◆2 歳 児相談 3月16日（月）9：30～ 母
◆乳幼児相談  3月 4日（水） 午 前 中 母

 3月18日（水） 午 前 中 母

 大人の健診・健康相談 
◆健康相談
●毎週水曜日　午前中　母子健康センター１階

◆献血
●３月４日（水）
　１０：００～１２：００　紀陽銀行湯浅支店
　１３：００～１６：３０　紀陽銀行湯浅支店

 子どもの健診・健康相談  

母  母子健康センター２Ｆ　図  町立図書館
広  広川町保健福祉センター

広報カレンダー2015年

33 〈March〉〈March〉

日 曜 行事予定（時間・場所等）

1 日 ●楽しい発表会　9：15～　向島保育所

4 水 ●カン類収集日

7 土 ●第 11回紀州湯浅のシロウオまつり

10 火 ●消費者相談　駅前多目的広場　13：00～

11 水 ●ビン類収集日

15 日 ●休日納税相談窓口　税務課
　8：30～ 12：30

16 月 ●夜間納税相談窓口　税務課
　17：15～ 19：15

18 水
●行政相談　駅前多目的広場　13：30～

●カン類収集日

24 火
●湯浅町議会議員一般選挙
　立候補予定者説明会　多目的ホール
　13：30～

25 水 ●ビン類収集日

27 金 ●町立各保育所修了式　10：00～

31 火

●国民健康保険税第９期納付期限

●後期高齢者医療保険料第９期納付期限

●介護保険料随時期納付期限
曜日 品　　目 出　し　方

月 ダンボール まとめてしばって出
してください。

火
本
牛乳パック
雑　紙

透明または半透明の
袋に入れるかしばっ
て出してください。

水 古　着
透明または半透明の
袋に入れて出してく
ださい。

木 ペットボトル
透明または半透明の
袋に入れて出してく
ださい。

金 新　聞
透明または半透明の
袋に入れるかしばっ
て出してください。

44 〈April〉〈April〉

日 曜 行事予定（時間・場所等）

1 水 ●カン類収集日

2ページ参照

7ページ参照

確定申告・町県民税の申告は
３月16日（月）までです。

申告がお済みでない方はお早めに申告してください。

湯浅町は軟式野球（成人男子）とスポーツ吹矢の開催地です。

1818平成27年3月


